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長

大

島

理

森

殿

衆
議
院
議
員
早
稲
田
夕
季
君
提
出
医
薬
品
の
適
応
外
処
方
に
お
け
る
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
に
関
す
る
質
問
に
対

し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
早
稲
田
夕
季
君
提
出
医
薬
品
の
適
応
外
処
方
に
お
け
る
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
に
関
す
る
質
問
に

対
す
る
答
弁
書

一
及
び
二
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
緊
急
時
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効

性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
第
十
四
条
第
一
項
の
承
認
を
受
け
た
御

指
摘
の
「
適
応
症
」
を
含
む
効
能
、
効
果
等
以
外
の
医
薬
品
の
使
用
（
以
下
「
適
応
外
使
用
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、

個
々
の
医
師
の
判
断
に
よ
り
こ
れ
を
行
う
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
が
、
医
師
は
、
患
者
に
適
切
な
説
明
を

行
い
、
そ
の
理
解
を
得
る
よ
う
努
め
た
上
で
、
患
者
の
状
態
、
現
在
得
ら
れ
て
い
る
医
学
的
知
見
等
を
踏
ま
え
た
専
門
的
な

判
断
に
よ
り
、
個
々
の
事
例
に
則
し
て
適
切
に
適
応
外
使
用
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

三
及
び
四
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
緊
急
時
以
外
」
、
「
そ
れ
を
怠
っ
た
医
師
に
は
何
ら
か
の
処
分
が
下
さ
れ
る
」
、
「
「
処
分
な
し
」
が
実

態
」
及
び
「
何
ら
か
の
処
分
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第

二
百
五
号
）
第
一
条
の
四
第
二
項
に
お
い
て
は
、
「
医
師
・
・
・
は
、
医
療
を
提
供
す
る
に
当
た
り
、
適
切
な
説
明
を
行
い
、

一



医
療
を
受
け
る
者
の
理
解
を
得
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
医
師
は
、
患
者
と
の
信
頼
関
係

の
下
で
、
患
者
に
適
切
な
説
明
を
行
い
、
そ
の
理
解
を
得
る
よ
う
努
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 二


